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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第３四半期連結
累計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

第40期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 17,377,912 6,094,590 25,072,177

経常利益（千円） 1,101,317 381,026 1,944,995

四半期（当期）純利益（千円） 614,472 207,658 1,066,614

純資産額（千円） － 8,368,024 8,200,984

総資産額（千円） － 22,000,498 18,342,180

１株当たり純資産額（円） － 1,563.86 1,532.64

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 114.84 38.81 199.33

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 38.0 44.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,175,750 － 1,122,415

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△279,102 － △455,403

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,706,491 － △213,691

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
－ 1,579,766 2,387,853

従業員数（人） － 831 807

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．連結売上高には、消費税等は含めておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 831(181) 

（注）従業員数は就業人員で記載しており、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載し

ております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 672(43) 

（注）従業員数は就業人員で記載しており、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループが営んでいる事業の大部分を占める設備工事事業（産業プラント設備工事、設備保全工事、電気計装工

事、送電工事、管工事）では生産実績を定義することが困難であり、設備工事事業においては請負形態を取っているた

め販売実績という定義は実態にそぐいません。

　従って、生産、受注及び販売の状況については「財政状態及び経営成績の分析」における各事業の種類別セグメント

の業績に関連付けて記載しております。

　なお、参考のため提出会社単独の事業の状況は次のとおりであります。

(1）受注工事高、完成工事高、繰越工事高

期別 工事別
期首繰越工事
高（千円）

期中受注工事
高（千円）

計（千円）
期中完成工事
高（千円）

期末繰越工事
高（千円）

　当第３四半期累計期間
産業プラント

設備工事
6,930,95310,038,48216,969,4367,250,4939,718,943

　（自平成20年４月１日 設備保全工事 313,0035,387,0845,700,0874,631,5951,068,492

　　至平成20年12月31日）　 電気計装工事 1,256,0194,166,4475,422,4663,029,2572,393,209

 送電工事 56,500 1,073,5621,130,062719,480410,582

 管工事 280,4591,153,1261,433,585664,706768,878

 鋳造用工業炉 53,373 176,021 229,395 221,924 7,471

 計 8,890,30821,994,72630,885,03516,517,45714,367,577

　前事業年度
産業プラント

設備工事
2,767,34814,521,06617,288,41410,357,4606,930,953

　（自平成19年４月１日 設備保全工事 214,1635,397,3685,611,5315,298,528313,003

　　至平成20年３月31日）　　 電気計装工事 758,8764,987,8145,746,6904,490,6711,256,019

 送電工事 36,200 1,259,0231,295,2231,238,72356,500

 管工事 632,2401,313,9311,946,1711,665,712280,459

 鋳造用工業炉 90,288 375,138 465,426 412,05353,373

 計 4,499,11627,854,34332,353,45923,463,1518,890,308

　（注）１．前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合は、期中受注工事高にその増

減額を含みます。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２．期末繰越工事高は（期首繰越工事高＋期中受注工事高－期中完成工事高）であります。
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(2)完成工事高

期別 区分 官公庁（千円） 民間（千円） 合計（千円）

当第３四半期会計期間

（自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日）

産業プラント設備工事 687 1,821,005 1,821,692

設備保全工事 1,706 1,968,860 1,970,566

電気計装工事 26,200 1,139,513 1,165,714

送電工事 － 375,680 375,680

管工事 71,197 367,651 438,848

鋳造用工業炉 － 44,577 44,577

計 99,790 5,717,289 5,817,080

１．当第３四半期会計期間の完成工事高のうち請負金額１億円以上の主なものは、次のとおりであります。

ダイセル化学工業㈱ レジストポリマー第２期設備増設機械関係工事 

三菱レイヨン・エンジニアリング㈱ 水系ウレタン設備　据付・配管・保温・塗装工事 

㈱クラレ ５０５列電気計装工事 

住友金属パイプエンジ㈱ 陸上基地　昇圧・冷凍設備設置工事 

２．完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりであります。

相手先

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 完成工事高に対する割合（%）

電気化学工業㈱ 1,393,082 23.9

(3)手持工事高（平成20年12月31日現在）

区分 官公庁（千円） 民間（千円） 合計（千円）

産業プラント設備工事 － 9,718,943 9,718,943

設備保全工事 － 1,068,492 1,068,492

電気計装工事 85,836 2,307,372 2,393,209

送電工事 40,600 369,982 410,582

管工事 290,295 478,583 768,878

鋳造用工業炉 － 7,471 7,471

計 416,731 13,950,846 14,367,577

手持工事高のうち請負金額１億円以上の主なものは、次のとおりであります。

日東電工㈱ Ｇ２後工程設備　 平成21年 3月　完成予定

東洋瓦斯機工㈱ 環境対策設備工事 平成21年 5月　完成予定

電気化学工業㈱ ＣＲ増産工事合成工程一括工事 平成21年 8月　完成予定

出光エンジニアリング㈱ バイオターミナル基地　配管電気計装工事 平成22年 1月　完成予定
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的金融危機の影響を大きく受け、加えて円の急騰は自動車

や電機などの輸出産業に深刻な影響を与え、上半期前半に高騰した原油・原材料価格は下落したにもかかわらず、製

造業では大幅な減産基調となり、景気は急速な悪化を呈しております。

　設備工事業界におきましては、９月以降民間設備投資は一段と減速感が強まり、業者間の受注競争は激しくなってま

いりました。

　このような状況下で、当社グループは、プラント設備の他、設備投資が比較的好調な液晶、太陽電池関連機械装置分野

に営業の拡大を図ってまいりました。この結果、受注高4,837百万円、売上高6,094百万円となりました。

　利益面につきましては、価格競争は激化しましたが、営業利益396百万円、経常利益381百万円、四半期純利益207百万

円を確保いたしました。

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。（セグメント間の相殺前の金額により記載しておりま

す。）

（設備工事事業）

　民間プラント・機械装置を主体としております産業プラント設備工事は、液晶、太陽電池関連設備、環境設備等、好調

に推移し、受注高、売上高とも好調でありました。民間プラント保全工事を主体としております設備保全工事は、化学

工場設備、発電所設備の保守点検、更新・修繕工事の受注が好調に推移し、受注高は好調でありましたが、売上高は繰

越工事となるものが多く、売上高は低調でありました。電気計装工事は、民間製造工場の設備投資に減速感が強まり、

受注高、売上高とも低調でありました。

　送電工事は、送電線の修繕工事、鉄塔建替え工事が堅調であり、受注高、売上高とも堅調でありました。

管工事は、公共ガス・水道工事、トンネル非常用防消火設備等の設備工事が少なく、受注高、売上高とも低調でありま

した。

　この結果設備工事事業全体では受注高4,555百万円、売上高5,772百万円、営業利益467百万円となりました。

（表面処理事業）

　タイ国で事業展開しております表面処理事業は、自動車部品、ＨＤ部品の生産の落ち込みと為替の影響を受け、受注

高234百万円、売上高234百万円、営業利益48百万円となりました。

（その他の事業）

　鋳造用工業炉は自動車業界の落ち込みにより、受注高47百万円、売上高87百万円、営業損失15百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

 ①キャッシュ・フローの分析

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、売上債権の増加、未成工事支出金の増加等による支出が

多く、当第３四半期連結会計期間中に1,185百万円減少し、当第３四半期連結累計期間末では1,579百万円となりまし

た。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益が371百万円、未成工事受入金の増加等による収入がありましたが、売上債権の増加が

2,203百万円、未成工事支出金の増加が1,342百万円等の支出が多く、営業活動によるキャッシュ・フローは2,595百万

円の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の取得による支出等により、96百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の増加による収入等により、1,515百万円の収入となりました。

②資金需要

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、工事施工のための材料費、外注費の他、販売費及び一般管理費等の

営業費用であります。営業費用の主なものは人件費等であります。 

③財務政策

　当社グループは現在、運転資金及び設備資金につきましては、内部資金または借入れにより資金調達することとして

おります。運転資金につきましては、当社においては取引銀行２行とコミットメント契約を締結し、運転資金の効率的

な資金調達を行っており、各連結子会社では主に期限が１年以内の短期借入金及び内部資金で調達しております。ま

た、工場建物等大型の設備資金につきましては、原則、長期借入金及び社債で調達する方針であります。

　当社グループは、健全な財務状態により、当社グループの成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備資金を

調達することが可能と考えております。 

(3)財政状態及び経営成績の分析

①財政状態の分析

（総資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は22,000百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,658百万円増加しました。

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は17,989百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,877百万円

増加しました。主に未成工事支出金の増加によるものであります。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は4,010百万円となり、前連結会計年度末に比べ218百万円減

少しました。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は12,707百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,543百万円

増加しました。主に短期借入金、未成工事受入金等の増加によるものであります。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は924百万円となり、前連結会計年度末に比べ52百万円減少し

ました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は8,368百万円となり、前連結会計年度末に比べ167百万円増加

しました。主に、四半期純利益計上による利益剰余金の増加によるものであります。

　この結果、自己資本比率は総資産の増加による影響により38.0％となり、前連結会計年度末の44.7％から6.7ポイン

ト低下しました。

②経営成績の分析

　①売上高

　当第３四半期連結会計期間の売上高は6,094百万円となりました。
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  ②売上総利益

　当第３四半期連結会計期間の売上総利益は963百万円となりました。

　売上総利益率は競争の激化により15.8％となりました。

　③販売費及び一般管理費

　当第３四半期連結会計期間の販売費及び一般管理費は、567百万円となりました。主な費用は従業員給料手当及び賞

与引当金繰入額等であります。

  ④営業外損益

　当第３四半期連結会計期間の営業外損益（純額）は15百万円の費用となりました。主に投資有価証券評価損の計上

によるものであります。

　⑤経常利益

　当第３四半期連結会計期間の経常利益は381百万円となりました。

　⑥特別損益

　当第３四半期連結会計期間の特別損益（純額）は9百万円の損失となりました。

　⑦四半期純利益

　当第３四半期連結会計期間の四半期純利益は207百万円となりました。

　１株当たりの四半期純利益は38円81銭となりました。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(5)研究開発活動

       当第３四半期連結会計期間における研究開発費は、2,487千円であります。また、研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。

  なお、連結子会社においては、研究開発活動は特段行っておりません。
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第３【設備の状況】
(1)主要な設備の状況

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2)設備の新設、除却等の計画

　 当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。 

会社名
事業所名

事業の種類別
セグメントの名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
総額（千円）

既支払額
（千円）

 田辺工業株式会社 　設備工事事業
 茨城県神栖市内

 工場用地 約4,800㎡
55,000 － 自己資金

     （注）上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,364,000 5,364,000
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数 100株

計 5,364,000 5,364,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　 該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　　　　 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増　
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成20年10月１日～　

 平成20年12月31日　
－ 5,364,000　 － 885,320 － 1,475,320

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大和証券投資信託委託株式会社から平成20年10月20日付の大量保有報告書

の写しの送付があり、平成20年10月15日現在で271千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿

の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　なお、大和証券投資信託委託株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

　　　大量保有者　　　　　　　　　　　　　大和証券投資信託委託株式会社

　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　東京都中央区日本橋茅場町2-10-5 

　　　保有株券等の数　　　　　　　　　　　株式　271,400株

　　　株券等保有割合　　　　　　　　　　　5.06％
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

　す。 

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     13,100
－ 単元株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,350,500 53,505 同上

単元未満株式 普通株式        400  －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 　        5,364,000－ －

総株主の議決権 － 53,505 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,300株含まれております。また　

　「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数13個が含まれております。

　　　　２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

田辺工業株式会社
新潟県上越市大字

福田20番地
13,100 － 13,100 0.24

計 － 13,100 － 13,100 0.24

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 827 1,190 1,115 1,140 1,139 1,049 870 744 695

最低（円） 750 800 992 972 1,026 820 520 629 610

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,579,766 2,387,853

受取手形・完成工事未収入金等 ※3
 9,598,210

※3
 8,585,058

有価証券 － 19,970

未成工事支出金 6,122,142 2,547,193

その他のたな卸資産 ※1
 199,406

※1
 184,822

繰延税金資産 309,593 307,738

その他 193,043 98,147

貸倒引当金 △12,622 △18,394

流動資産合計 17,989,540 14,112,389

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,181,710 3,135,047

機械、運搬具及び工具器具備品 1,897,748 2,029,929

土地 1,200,690 1,215,354

建設仮勘定 38,010 69,489

減価償却累計額 △2,995,435 △2,965,246

有形固定資産合計 3,322,724 3,484,574

無形固定資産 102,850 103,918

投資その他の資産

投資有価証券 354,809 383,548

繰延税金資産 102,974 131,057

その他 154,365 153,563

貸倒引当金 △26,766 △26,872

投資その他の資産合計 585,383 641,297

固定資産合計 4,010,958 4,229,790

資産合計 22,000,498 18,342,180

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,709,168 4,117,010

短期借入金 ※2
 2,612,725

※2
 748,725

未払金 1,778,732 1,789,911

未払費用 220,266 267,856

未払法人税等 70,207 494,255

未成工事受入金 2,784,342 1,012,542

完成工事補償引当金 25,484 22,998

工事損失引当金 20,000 －

賞与引当金 316,831 610,674

役員賞与引当金 41,250 60,000

その他 128,954 40,570

流動負債合計 12,707,963 9,164,545
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

固定負債

長期借入金 34,087 82,450

退職給付引当金 663,651 678,810

役員退職慰労引当金 226,772 215,391

固定負債合計 924,511 976,651

負債合計 13,632,474 10,141,196

純資産の部

株主資本

資本金 885,320 885,320

資本剰余金 1,475,320 1,475,320

利益剰余金 6,265,256 5,779,205

自己株式 △6,485 △6,485

株主資本合計 8,619,411 8,133,359

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,342 29,089

為替換算調整勘定 △265,729 38,534

評価・換算差額等合計 △251,386 67,624

純資産合計 8,368,024 8,200,984

負債純資産合計 22,000,498 18,342,180
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（２）【四半期連結損益計算書】
　【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 17,377,912

売上原価 14,569,312

売上総利益 2,808,599

販売費及び一般管理費 ※1
 1,696,361

営業利益 1,112,238

営業外収益

受取利息 3,892

受取配当金 6,381

受取地代家賃 22,694

その他 24,626

営業外収益合計 57,594

営業外費用

支払利息 17,366

債権売却損 11,731

コミットメントフィー 7,900

投資有価証券評価損 29,130

その他 2,386

営業外費用合計 68,514

経常利益 1,101,317

特別利益

貸倒引当金戻入額 5,877

特別利益合計 5,877

特別損失

固定資産処分損 3,039

固定資産売却損 621

投資有価証券評価損 26,090

たな卸資産評価損 10,915

その他 70

特別損失合計 40,736

税金等調整前四半期純利益 1,066,458

法人税等 ※2
 451,986

四半期純利益 614,472
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 6,094,590

売上原価 5,130,717

売上総利益 963,872

販売費及び一般管理費 ※1
 567,042

営業利益 396,829

営業外収益

受取利息 0

受取配当金 2,501

受取地代家賃 7,675

その他 4,321

営業外収益合計 14,498

営業外費用

支払利息 5,982

債権売却損 3,855

コミットメントフィー 2,640

投資有価証券評価損 16,190

その他 1,632

営業外費用合計 30,302

経常利益 381,026

特別損失

固定資産処分損 354

固定資産売却損 △24

投資有価証券評価損 10,159

たな卸資産評価損 △504

その他 △50

特別損失合計 9,934

税金等調整前四半期純利益 371,091

法人税等 ※2
 163,433

四半期純利益 207,658
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,066,458

減価償却費 204,632

投資有価証券評価損益（△は益） 55,220

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,877

賞与引当金の増減額（△は減少） △312,592

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,777

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2,485

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20,000

受取利息及び受取配当金 △10,274

支払利息 17,366

為替差損益（△は益） 7,950

投資有価証券売却損益（△は益） △292

有形固定資産売却損益（△は益） 621

その他の損益（△は益） 1,014

固定資産廃棄損 373

売上債権の増減額（△は増加） △1,095,877

未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,613,036

たな卸資産の増減額（△は増加） △364

その他の流動資産の増減額（△は増加） △104,856

仕入債務の増減額（△は減少） 721,679

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,771,800

その他の流動負債の増減額（△は減少） △51,685

小計 △1,329,032

利息及び配当金の受取額 10,274

利息の支払額 △17,182

法人税等の支払額 △839,809

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,175,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △16

有価証券の売却による収入 19,986

有形固定資産の取得による支出 △238,832

有形固定資産の売却による収入 1,404

無形固定資産の取得による支出 △7,746

投資有価証券の取得による支出 △51,286

投資有価証券の売却による収入 353

貸付けによる支出 △1,200

貸付金の回収による収入 479

その他 △2,244

投資活動によるキャッシュ・フロー △279,102
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,920,000

長期借入金の返済による支出 △86,362

配当金の支払額 △127,146

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,706,491

現金及び現金同等物に係る換算差額 △59,725

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △808,086

現金及び現金同等物の期首残高 2,387,853

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,579,766
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　会計処理基準に関する事項の

変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の

 変更

たな卸資産

　その他のたな卸資産については、従来、先入先出法による原価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、先入先出法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しており

ます。

  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ4,051千

円、税金等調整前四半期純利益は、14,966千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械装置の耐用年数については、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、耐用

年数を７年から６年に変更しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ4,726千円減

少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

　※１　その他のたな卸資産の内訳

材料貯蔵品 161,318千円

商品 38,087 

合計 199,406 

　※１　その他のたな卸資産の内訳

材料貯蔵品 184,822千円

      

合計 184,822 

　※２　貸出コミットメント

　当社においては、運転資金の効率的な資金調達を行う

ため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結し

ております。

　当四半期連結会計期間末における貸出コミットメント

に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 2,500,000千円

借入実行残高 2,500,000 

差引額 － 

　※３　 

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日で

あったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末残高に含まれております。

　　　受取手形　　　　　　　　　　　64,899千円 

 

　※２　貸出コミットメント

　当社においては、運転資金の効率的な資金調達を行う

ため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結し

ております。

　当連結会計年度末における貸出コミットメントに係る

借入未実行残高は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 2,500,000千円

借入実行残高 600,000 

差引額 1,900,000 

　※３

――――― 
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

従業員給料手当 618,790千円

賞与引当金繰入額 96,848 

役員賞与引当金繰入額 41,250 

退職給付費用 24,497 

役員退職慰労引当金繰入額 11,381 

減価償却費 60,355 

事業税 19,000 

※２　税金費用については、四半期連結財務諸表の作成に

　　特有の会計処理により計算しているため、法人税等調

　　整額は、法人税等に含めて表示しております。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

従業員給料手当 147,664千円

賞与引当金繰入額 96,848 

役員賞与引当金繰入額 11,250 

退職給付費用 8,285 

役員退職慰労引当金繰入額 3,793 

貸倒引当金繰入額 2,044 

減価償却費 20,680 

事業税 5,800 

※２　税金費用については、四半期連結財務諸表の作成に

　　特有の会計処理により計算しているため、法人税等調

　　整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲

  記されている科目の金額との関係（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,579,766千円

現金及び現金同等物 1,579,766 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　5,364,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 13,120株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
     （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
 普通株式 128,42124.00 平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
設備工事
事業
（千円）

表面処理
事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売

上高
5,772,502234,43387,6556,094,590 － 6,094,590

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 5,772,502234,43387,6556,094,590 － 6,094,590

営業利益又は営業損失(△) 467,07848,835△15,099500,814(103,984)396,829

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
設備工事
事業
（千円）

表面処理
事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売

上高
16,258,159799,527320,22617,377,912 － 17,377,912

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
37,374 － － 37,374(37,374) －

計 16,295,533799,527320,22617,415,286(37,374)17,377,912

営業利益又は営業損失(△) 1,277,969181,823△12,4931,447,299(335,061)1,112,238

　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容

（１）事業区分の方法

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。

（２）各区分に属する主要な事業の内容

設備工事事業　　　：産業プラント設備工事、設備保全工事、電気計装工事、送電工事、管工事等の設備工事

に関する事業

表面処理事業　　　：表面処理事業

その他の事業　　　：鋳造用工業炉の製造及び販売に関する事業

２．会計処理の方法の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用してお

ります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益が表面処

理事業で4,051千円減少しております。

３．追加情報

　「追加情報」に記載のとおり、当社の機械装置の耐用年数については、第１四半期連結会計期間より、法人

税法の改正を契機として見直しを行い、耐用年数を７年から６年に変更しております。この変更に伴い、従来

の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益が設備工事事業で4,726千円減少して

おります。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、四半期連結財務諸表規則様式

第二号（記載上の注意９）に基づき、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、四半期連結財務諸表規則様式第三号（記載上の注意５）に基づ

き、海外売上高の記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

　著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　著しい変動はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　当社グループは、ストック・オプション等関係について、該当事項はありません。　

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,563.86円 １株当たり純資産額 1,532.64円

２．１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益 114.84円 １株当たり四半期純利益 38.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 614,472 207,658

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 614,472 207,658

期中平均株式数（千株） 5,350 5,350

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　著しい変動はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月12日

田辺工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田辺　進二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　直樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田辺工業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田辺工業株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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